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【誤訳訂正書】
【提出日】平成24年4月6日(2012.4.6)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ｉ）一般式Ｉ
［Ｆ］ｅ［ＱｃＰｂ］ｄ　　　（Ｉ）
のオルガノ官能性シロキサンの少なくとも１種のブロック縮合物および／または
（ｉｉ）ｅ［Ｆ］およびｄ（ｃ［Ｑ］＋ｂ［Ｐ］）および適切である場合にはｄ［ＱｃＰ

ｂ］からなる少なくとも１種の混合物、
を含有する組成物において
前記特徴（ｉ）および（ｉｉ）は互いに独立して、
Ｆ、Ｑ、Ｐおよび／またはＱＰのブロック単位はそれぞれが連続して結合してなるもので
あって、少なくとも１種のＳｉ－Ｏ－Ｓｉ結合によって互いに結合を有しており、
ｅ，ｃおよびｄは同一かまたは異なって、かつそれぞれ１～１０の数であり、かつｂは０
～１０の数であり、
Ｆは、一般式（ＩＩ）
Ｒ［－Ｏ－Ｓｉ（ＯＲ）２］ｗ［－Ｏ－Ｓｉ（Ｒｆ）（Ｒ１）１－ｈ（ＯＲ）ｈ］ｘ［－
Ｏ－Ｓｉ｛Ｒａ（ＨＸ）ｇ｝（ＣＨ３）１－ｉ（ＯＲ）ｉ］ｙ［－Ｏ－Ｓｉ（Ｒ２）２－

ｊ（ＯＲ）ｊ］ｚ（ＯＲ）　　　（ＩＩ）
［式中、Ｒｆは、一般式（ＩＩａ）
Ｒ３－Ｙ＃－（ＣＨ２）２－
（式中、Ｒ３は１～１３個の炭素原子を有する線状、環式または分枝のモノ－、オリゴ－
またはポリフッ化アルキル基またはモノ－、オリゴ－またはポリフッ化アリール基であり
、ＹはＣＨ２、ＯまたはＳ基であり、その際、＃は０または１である）のモノ－、オリゴ
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－またはポリフッ化オルガノアルキルまたはオルガノアリール基であり、
Ｒaは、一般式（ＩＩｂ）
Ｈ２Ｎ（ＣＨ２）§［（ＮＨ）＄（ＣＨ２）＆］β－
（式中、０≦§≦６、０≦＆≦６であるが、但し＄＝０であって§＝０である場合にはβ
＝１、＄＝１であって§＞０である場合にはβ＝１または２である）のアミノアルキル基
であり、かつ、Ｎ－（２－アミノエチル）－３－アミノプロピル官能基およびトリアミノ
アルキル官能基の群から選択され、かつ、
Ｘがクロリド、ホルメートおよびアセテートの群から選択された一の酸基であり、その際
、ｇ＝０または１または２または３であり、
ｈ、ｉおよびｊは、それぞれ互いに独立して０または１であり、
基Ｒ２は同一かまたは異なって、かつＲ２は１～１８個の炭素原子を有する線状、環式ま
たは分枝のアルキル基であり、
Ｒ１は１～８個の炭素原子を有する線状、環式または分枝のアルキル基であり、
基Ｒは同一かまたは異なって、水素原子または１～４個の炭素原子を有する線状、環式ま
たは分枝のアルキル基であるか、あるいは、ＲＯは、Ｆ、ＱまたはＰの群からの少なくと
も１種の単位に対する－Ｏ－Ｓｉ－結合であり、
x、ｙ、ｚおよびｗは同一かまたは異なって、かつ、ｘおよびさらにｙは＞０の数であり
、かつ、ｚおよびさらにｗは≧０の数であり、その際、（ｘ＋ｙ＋ｚ＋ｗ）≧２である］
のフルオロオルガノ－／アミノアルキル－／アルキル－／アルコキシ－またはヒドロキシ
シロキサンの群からの線状、環式、分枝または架橋された共縮合物単位であり、
Ｑは、一般式ＩＩＩ
（ＲＯ）ｎＳｉＯ（４－ｎ）／２　　　（ＩＩＩ）、
［式中、基Ｒは同一かまたは異なって、水素原子または１～４個の炭素原子を有する線状
、環式または分枝のアルキル基であるか、あるいは、ＲＯは、Ｆ、ＱまたはＰの群からの
少なくとも１種の単位に対する－Ｏ－Ｓｉ－結合であり、かつｎ＝１または２または３で
ある］のアルキルシリケート単位であり、かつ、
Ｐは、一般式ＩＶ
Ｒ－［－Ｏ－Ｓｉ（Ｒ２）２－ｖ（ＯＲ）ｖ］ｒ［－Ｏ－Ｓｉ｛Ｒａ（ＨＸ）ｇ｝（ＣＨ

３）１－ｕ（ＯＲ）ｕ］ｓ（ＯＲ）　　　（ＩＶ）
［式中、Ｒａは、一般式（ＩＶａ）
Ｈ２Ｎ（ＣＨ２）§［（ＮＨ）＄（ＣＨ２）＆］β－
（式中、０≦§≦６、０≦＆≦６であるが、但し＄＝０であって§＝０である場合にはβ
＝１であり、＄＝１であって§＞０である場合にはβ＝１または２である）のアミノアル
キル基であり、かつ、
Ｘがクロリド、ホルメートおよびアセテートの群から選択された一の酸基であり、その際
、ｇ＝０または１または２または３であり、
基Ｒ２は同一かまたは異なって、かつＲ２は１～１８個の炭素原子を有する線状、環式ま
たは分枝のアルキル基であり、ｖ＝０または１または２であり、かつｕは０または１であ
り、
基Ｒは同一かまたは異なって、かつ、水素原子または１～４個の炭素原子を有する線状、
環式または分枝のアルキル基であるか、あるいは、ＲＯは、Ｆ、ＱまたはＰの群からの少
なくとも１種の単位に対する－Ｏ－Ｓｉ－結合であり、
ｒおよびｓは同一または異なって、かつｒ≧０、ｓ≧０であり、その際、（ｒ＋ｓ）≧１
である］の線状、環式、分枝または架橋された縮合物単位であるか、あるいは、それぞれ
の共縮合物単位である、組成物。
【請求項２】
　０．００１～９９．９質量％のオルガノシロキサン含量を有する、請求項１に記載の組
成物。
【請求項３】
　メタノール、エタノール、イソプロパノール、ブタノールおよび前記アルコールの少な
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くとも２種から成る混合物の群からのアルコールのいくらかの含量を有する、請求項１ま
たは２に記載の組成物。
【請求項４】
　０．００１～９９．９質量％のアルコール含量を有する、請求項１から３までのいずれ
か１項に記載の組成物。
【請求項５】
　０．００１～９９．５質量％の水の含量を有する、請求項１から４までのいずれか１項
記載の組成物。
【請求項６】
　組成物に対して０．００１～５質量％の酸の含量を有する、請求項１から５までのいず
れか１項に記載の組成物。
【請求項７】
　ｐＨ１～６を有する、請求項１から６までのいずれか１項に記載の組成物。
【請求項８】
　０．００１～９９．５質量％の水および／またはほぼ水溶性の溶剤の含量を有する、請
求項１から７までのいずれか１項記載の組成物。
【請求項９】
　０～１０質量％の湿潤助剤の含量を有する、請求項１から８までのいずれか１項に記載
の組成物。
【請求項１０】
　０～２０質量％の無機粒子または有機粒子の含量を有する、請求項１から９までのいず
れか１項に記載の組成物。
【請求項１１】
　２０～１０５℃の引火点を有する、請求項１から１０までのいずれか１項に記載の組成
物。
【請求項１２】
　水希釈可能である、請求項１から１１までのいずれか１項記載の組成物。
【請求項１３】
　液体の、シロップ状またはクリーム状のコンシステンシーを有する、請求項１から１２
までのいずれか１項に記載の組成物。
【請求項１４】
　請求項１に記載の一般式Ｉ
［Ｆ］ｅ［ＱｃＰｂ］ｄ　　　（Ｉ）
のブロック縮合物。
【請求項１５】
　水溶性である、請求項１４に記載のブロック縮合物。
【請求項１６】
　－ｃ１）Ｆのブロック単位を、場合によってはアルコールで希釈し、有機または無機酸
および使用されたシロキサンＳｉ１モルに対して０．５～１５０モルの水を添加し、これ
によって、使用されたブロック単位の少なくとも部分的な加水分解が生じ、その後にＱの
ブロック単位およびＰのブロック単位を添加し、かつ混合物を反応させるか、あるいは、
－ｃ２）Ｆのブロック単位を、場合によってはアルコールで希釈し、Ｑのブロック単位、
Ｐのブロック単位および／またはＱＰのブロック単位と混合し、その後に有機または無機
酸を添加し、かつ、使用されたシロキサンのＳｉ１モル当たり０．５～１５０モルの水を
使用して、部分的加水分解およびブロック縮合を実施するか、あるいは、
－ｃ３）Ｆのブロック単位を、場合によってはアルコールで希釈し、有機または無機酸お
よび使用されたシロキサンＳｉ１モルに対して０．５～１５０モルの水を添加し、その際
、少なくとも部分的な加水分解が生じ、ＱＰのブロック単位を添加し、かつ混合物を反応
させるか、あるいは、
－ｃ４）Ｑのブロック単位、Ｐのブロック単位および／またはＱＰのブロック単位を、場
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合によってはアルコールで希釈し、有機または無機酸および使用されたシロキサンのＳｉ
１モルに対して０．５～１．５モルの水を添加し、かつ少なくとも部分的に加水分解し、
その後にＦのブロック単位およびさらには使用されたシロキサンのＳｉ１モルに対して０
～１４８．５モルの水を添加し、かつ混合物を反応させるか、あるいは、
－ｃ５）Ｆのブロック単位を、場合によってはアルコールで希釈し、使用されたシロキサ
ンのＳｉ１モルに対して０．５～１５０モルの水および有機または無機酸と混合し、その
後にテトラアルコキシシロキサンを添加し、かつ混合物を反応させる、
ことによって、Ｆのブロック単位と、Ｑのブロック単位、Ｐのブロック単位および／また
はＱＰのブロック単位との反応によって得ることが可能な、請求項１から１５までのいず
れか１項に記載の組成物またはブロック縮合物。
【請求項１７】
　反応を０～１００℃の温度で実施する、請求項１６に記載のようにして得ることが可能
な組成物またはブロック縮合物。
【請求項１８】
　ブロック単位の部分加水分解を０～６０℃の温度で実施する、請求項１６または１７に
記載のようにして得ることが可能な組成物またはブロック縮合物。
【請求項１９】
　ブロック縮合物を２５～１００℃の温度で実施する、請求項１６または１７に記載のよ
うにして得ることが可能な組成物またはブロック縮合物。
【請求項２０】
　少なくとも１種の湿潤助剤を、ブロック単位から成る混合物に添加するか、あるいは、
ブロック単位の部分加水分解後またはブロック縮合後に添加する、請求項１６または１７
に記載のようにして得ることが可能な組成物またはブロック縮合物。
【請求項２１】
　ポリエーテルシロキサンまたはブチルグリコールを湿潤助剤として添加する、請求項２
０に記載のようにして得ることが可能な組成物またはブロック縮合物。
【請求項２２】
　有機または無機粒子を、ブロック単位から成る混合物に添加するか、あるいは、ブロッ
ク単位の部分加水分解後またはブロック縮合後に添加する、請求項１６から２１までのい
ずれか１項に記載のようにして得ることが可能な、組成物またはブロック縮合物。
【請求項２３】
　ブロック縮合物のＳｉとして算定された１モルに対して、０．００１～１０モルのテト
ラアルコキシシランをＦのブロック単位に添加するか、あるいは、Ｆのブロック単位およ
びＰのブロック単位、Ｑのブロック単位および／またはＰＱのブロック単位から成る混合
物に添加するか、あるいは、前記ブロック単位の部分加水分解後またはブロック縮合後に
添加し、かつ反応を継続させる、請求項１６から２２までのいずれか１項に記載のように
して得ることが可能な組成物またはブロック縮合物。
【請求項２４】
　ブロック縮合反応の生成物を、５分から５時間に亘って、２５～６５℃で、撹拌しなが
ら反応を継続させる、請求項１６から２３までのいずれか１項に記載のようにして得るこ
とが可能な組成物またはブロック縮合物。
【請求項２５】
　ブロック縮合工程または連続反応工程後に、少なくともいくらかのアルコールを系から
除去する、請求項１６から２３までのいずれか１項に記載のようにして得ることが可能な
組成物またはブロック縮合物。
【請求項２６】
　－ａ１）一般式（Ｖ）
Ｈ２Ｎ（ＣＨ２）§［（ＮＨ）＄（ＣＨ２）＆］β－Ｓｉ（ＣＨ３）ｔ（ＯＲ）３－ｔ　
　　（Ｖ）
［式中、０≦§≦６、０≦＆≦６であるが、但し、＄＝０であって§＝０である場合には
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β＝１であり、＄＝１であって§＞０である場合にはβ＝１または２であり、ｔ＝０また
は１であり、かつＲは１～４個の炭素原子を有する線状、環式または分枝のアルキル基で
ある］の少なくとも１種のアミノアルキルシランであって、かつ、アミノアルキルアルコ
キシシランは、Ｎ－（２－アミノエチル）－３－アミノプロピルトリメトキシシランおよ
び遊離トリアミノアルキル官能基を有するアルコキシシランの群から選択される、と、
一般式（ＶＩ）
Ｒ３－Ｙ＃－（ＣＨ２）２－Ｓｉ（Ｒ１）ｍ（ＯＲ）３－ｍ　　　（ＶＩ）
［式中、Ｒ３は、１～１３個の炭素原子を有する線状、環式または分枝のモノ－、オリゴ
－、ポリフッ化アルキル基またはモノ－、オリゴ－またはポリフッ化アリール基であり、
ＹはＣＨ２、ＯまたはＳ基であり、その際、＃は０または１であり、Ｒ１は１～８個の炭
素原子を有する線状、環式または分枝のアルキル基であり、ｍ＝０または１であり、かつ
Ｒは１～４個の炭素原子を有する線状、環式または分枝のアルキル基である］の少なくと
も１種のフルオロオルガノシランを、モル比≧０．２９：１で混合し、場合によっては有
機または無機酸を添加し、場合によっては少なくとも１種のアルコールで希釈し、かつ使
用されたシラン成分のＳｉ１モルに対して０．５～１５０モルの水を添加し、少なくとも
部分的に加水分解および共縮合をおこなうことによって得られるか、あるいは、
－ａ２）一般式（ＶＩ）
Ｒ３－Ｙ＃－（ＣＨ２）２－Ｓｉ（Ｒ１）ｍ（ＯＲ）３－ｍ　　　（ＶＩ）
［式中、Ｒ３は、１～１３個の炭素原子を有する線状、環式または分枝のモノ－、オリゴ
－またはポリフッ化アルキル基であるか、あるいは、モノ－、オリゴ－またはポリフッ化
アリール基であり、ＹはＣＨ２、ＯまたはＳ基であり、その際、＃＝０または１であり、
Ｒ１は１～８個の炭素原子を有する線状、環式または分枝のアルキル基であり、ｍ＝０ま
たは１であり、かつＲは１～４個の炭素原子を有する線状、環式または分枝のアルキル基
である］の少なくとも１種のフルオロオルガノシランを、場合によっては少なくとも１種
のアルコール用いて希釈し、使用されたシラン成分のＳｉ１モルに対して０．５～１５０
モルの水を添加し、かつ有機または無機酸を添加し、少なくとも部分加水分解および縮合
をおこなうことによって得られるか、あるいは、
－ａ３）一般式（Ｖ）
Ｈ２Ｎ（ＣＨ２）§［（ＮＨ）＄（ＣＨ２）＆］β－Ｓｉ（ＣＨ３）ｔ（ＯＲ）３－ｔ　
　　（Ｖ）
［式中、０≦§≦６、０≦＆≦６であるが、但し＄＝０であって§＝０である場合にはβ
＝１であり、＄＝１であって§＞０である場合にはβ＝１または２であり、ｔ＝０または
１であり、かつＲは１～４個の炭素原子を有する線状、環式または分枝のアルキル基であ
る］の少なくとも１種のアミノアルキルシランであって、かつ、アミノアルキルアルコキ
シシランは、Ｎ－（２－アミノエチル）－３－アミノプロピルトリメトキシシランおよび
遊離トリアミノアルキル官能基を有するアルコキシシランの群から選択される、および一
般式（ＶＩ）
Ｒ３－Ｙ＃－（ＣＨ２）２－Ｓｉ（Ｒ１）ｍ（ＯＲ）３－ｍ　　　（ＶＩ）
［式中、Ｒ３は１～１３個の炭素原子を有する線状、環式または分枝のモノ－、オリゴ－
またはポリフッ化アルキル基であるか、あるいは、モノ－、オリゴ－またはポリフッ化ア
リール基であり、ＹはＣＨ２、ＯまたはＳ基であり、その際、＃は０または１であり、Ｒ
１は１～８個の炭素原子を有する線状、環式または分枝のアルキル基であり、ｍ＝０また
は１であり、かつＲは炭素原子１～４個を有する線状、環式または分枝のアルキル基であ
る］の少なくとも１種のフルオロオルガノシランおよび一般式（ＶＩＩ）
（Ｒ２）ｋＳｉ（ＯＲ）４－ｋ　　　（ＶＩＩ）
［式中、基Ｒ２は同一かまたは異なって、かつＲ２は１～１８個の炭素原子を有する線状
、環式または分枝のアルキル基であり、ｋは０または１または２であり、かつＲは１～４
個の炭素原子を有する線状、環式または分枝のアルキル基である］の少なくとも１種のア
ルコキシシランを、アミノアルキルシラン：フルオロオルガノシランとアルコキシシラン
との合計≧０．２９：１で混合し、シラン成分１モルに対して０．１２～１モルの有機ま
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たは無機酸を、存在するシラン混合物に添加し、場合によっては少なくとも１種のアルコ
ールで希釈し、かつ、使用されたシラン成分のＳｉの１モルに対して０．５～１５０モル
の水を添加し、少なくとも部分的に加水分解および共縮合することによって得られる、Ｆ
のブロック単位を使用する、請求項１６から２５のいずれか１項に記載のようにして得ら
れた組成物またはブロック縮合物。
【請求項２７】
　－ｂ１）少なくとも１種のテトラアルコキシシランを、アルコールで希釈し、かつアル
コキシシラン１モルに対して０．５～３０モルの水を添加し、加水分解および共縮合をお
こなうか、あるいは、
－ｂ２）前記式ＶＩＩの少なくとも１種のアルキルアルコキシシラン（式中、ｋ＝１また
は２である）を、アルコールで希釈し、かつ、アルコキシシラン１モルに対して０．５～
３０モルの水を添加し、加水分解および縮合をおこなうか、あるいは、
－ｂ３）ＱＰのブロック単位を製造するために、少なくとも１種のテトラアルコキシシラ
ンと一緒に一般式ＶＩＩ（式中、ｋ＝１または２である）の少なくとも１種のアルキルア
ルコキシシランを、０．５：１～１０：１のモル比で使用し、この混合物を、場合によっ
てはアルコールで希釈し、かつ、酸および使用されたシラン１モルに対して０．５～１５
０モルの水を添加し、加水分解および共縮合をおこなうか、あるいは、
－Ｐのブロック単位のシロキサンのＳｉとして算定した、Ｐのブロック単位１モルを最初
の装填物として使用して、Ｐのブロック単位上にテトラアルコキシシランを縮合し、アル
コールで希釈し、Ｐのブロック単位Ｓｉ１モルに対して０．５～１０モルのテトラアルコ
キシシランを添加し、かつ、酸および０．５～１５０モルの水を添加し、部分加水分解お
よび縮合をおこなうか、あるいは、
－Ｑのブロック単位のシロキサンのＳｉとして算定して、Ｑのブロック単位０．５～１０
モルを最初の装填物として使用して、Ｑのブロック単位上に少なくとも１種のアルキルア
ルコキシシランを縮合させ、アルコールで希釈し、一般式（ＶＩＩ）の少なくとも１種の
アルキルアルコキシシラン１モルを添加し、かつ、酸および０．５～１５０モルの水を添
加し、部分加水分解および縮合をおこなうか、あるいは、
－ｂ２）から成るＰのブロック単位およびｂ１）から成るＱのブロック単位を、それぞれ
そのＳｉ成分に基づき、混合物中で１：１０～２：１のモル比で、最初の装填物として使
用することによって、Ｐのブロック単位およびＱのブロック単位を縮合し、場合によって
はアルコールで希釈し、かつ、存在するシロキサン混合物のＳｉ１モルに対して０．５～
３０モルの水を添加し、加水分解およびブロック縮合をおこなうことによって得られる、
Ｑのブロック単位、Ｐのブロック単位および／またはＱＰのブロック単位を使用する、請
求項１６から２６までのいずれか１項のようにして得ることが可能な組成物またはブロッ
ク縮合物。
【請求項２８】
　－ｃ１）Ｆのブロック単位を、場合によってはアルコールで希釈し、有機または無機酸
および使用されたシロキサンのＳｉ１モルに対して０．５～１５０ｍｏｌの水を添加し、
これにより、使用されたブロック単位の少なくとも部分的な加水分解が生じ、その後にＱ
のブロック単位およびＰのブロック単位を添加し、かつ混合物を反応させるか、あるいは
、
－ｃ２）Ｆのブロック単位を、場合によってはアルコールで希釈し、Ｑのブロック単位、
Ｐのブロック単位および／またはＱＰのブロック単位と混合し、その後に有機または無機
酸を添加し、使用されたシロキサンのＳｉ１モルに対して０．５～１５０モルの水を使用
して、部分加水分解およびブロック縮合をおこなうか、あるいは、
－ｃ３）Ｆのブロック単位を、場合によってはアルコールで希釈し、有機または無機酸お
よび使用されたシロキサンのＳｉ１モルに対して０．５～１５０モルの水を添加し、かつ
、少なくとも部分加水分解が生じ、ＱＰのブロック単位を添加し、かつ混合物を反応させ
るか、あるいは、
－ｃ４）Ｑのブロック単位、Ｐのブロック単位および／またはＱＰのブロック単位を、場
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合によってはアルコールで希釈し、有機または無機酸および使用されたシロキサンのＳｉ
１モルに対して０．５～１．５モルの水を添加し、かつ少なくとも部分的に加水分解し、
その後にＦのブロック単位およびさらには使用されたシロキサンのＳｉ１モルに対して０
～１４８．５モルの水を添加し、かつ混合物を反応させるか、あるいは、
－ｃ５）Ｆのブロック単位を場合によってはアルコールで希釈し、使用されたシロキサン
のＳｉ１モルに対して０．５～１５０モルの水および有機または無機酸と混合し、その後
にテトラアルコキシシランを添加し、かつ、この混合物を反応させることによる、Ｆのブ
ロック単位とＱのブロック単位、Ｐのブロック単位および／またはＱＰのブロック単位を
反応させることを含む、請求項１から２７のいずれか１項に記載の組成物またはブロック
縮合物の製造方法。
【請求項２９】
　請求項１から１５までのいずれか１項に記載のブロック縮合物または請求項１から１５
までのいずれか１項に記載の少なくとも１種のブロック縮合物を含有する組成物であるか
、あるいは請求項１６から２７までのいずれか１項に記載のようにして得ることが可能な
ブロック縮合物または組成物であるか、あるいは請求項２８に記載のようにして製造され
たブロック縮合物または組成物の、easy-clean 適用および／または腐食防止適用のため
の薬剤としてまたは薬剤中で、あるいは、easy-clean 適用および／または腐食防止適用
のための複数の薬剤中で、あるいは、塗料、インクおよびラッカー中での使用。
【請求項３０】
　請求項１から１５までのいずれか１項に記載のブロック縮合物または請求項１から１５
までのいずれか１項に記載の少なくとも１種のブロック縮合物を含有する組成物であるか
、あるいは請求項１６から２７までのいずれか１項に記載のようにして得ることが可能な
ブロック縮合物または組成物であるか、あるいは請求項２８に記載のようにして製造され
たブロック縮合物または組成物の、請求項２９に記載の薬剤を製造するための出発材料と
しての使用。
【請求項３１】
　請求項１から１５までのいずれか１項に記載のブロック縮合物または請求項１から１５
までのいずれか１項に記載の少なくとも１種のブロック縮合物を含有する組成物であるか
、あるいは請求項１６から２７までのいずれか１項に記載のようにして得ることが可能な
ブロック縮合物または組成物であるか、あるいは請求項２８、２９または３０に記載のよ
うにして製造されたブロック縮合物または組成物の、高い耐摩耗性を有する塗膜を製造す
るための使用。
【請求項３２】
　請求項１から３１までのいずれか１項に記載のブロック縮合物、組成物または薬剤の使
用によって得ることが可能な塗膜。
【請求項３３】
　請求項３２に記載の塗膜を備えた表面を有する製品。
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